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頑張っています・組合員だより

　

皆
さ
ん
、
夏
の
猛
暑
や
残

暑
の
対
策
は
充
分
で
し
た
か
。

　

西
部
管
内
の
渡
辺
和
裕
組

合
員
は
牛
舎
屋
根
に
寒
冷
紗

を
覆
い
、
暑
熱
対
策
を
講
じ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
丁
度
、
お
訪
ね
し
た
七
月
下
旬
も
酷

暑
日
で
、
大
変
暑
い
時
間
帯
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

効
果
は
素
晴
ら
し
く
猫
も
涼
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
こ
の
夏
の
暑
熱
対
策
に
備
え
て
、
去
る
五
月

二
十
三
日
、
橋
本
牧
場
で
は
牛
舎
屋
根
に
ホ
ワ
イ
ト
D（
ド

ロ
マ
イ
ト
石
灰
）塗
布
を
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
状
況
や
効
果
等
を
同
牧
場
後
継
者
の
圭
介
さ
ん
に

伺
い
ま
し
た
。

　

圭
介
さ
ん
は
「
今
年
は
扇
風
機
を
増
設
し
た
こ

と
も
あ
り
一
概
に
は
言
え
な
い
け
ど
、
来
訪
者
か

ら
の
感
想
も
含
め
て
体
感
温
度
は
非
常
に
涼
し
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
牛
舎
内
外
の
気
温
差

は
曇
天
・
雨
天
時
に
は
二
～
三
℃
、
晴
天
時
で
は

五
℃
程
度
。今
後
は
更
に
寒
冷
紗
も
設
置
し
た
い
。

徳
島
県
の
渡
邊
徹
先
生
か
ら
ヒ
ー
ト
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
十
九
℃
か
ら
扇
風
機
を
回
す
よ
う
に
と
の

指
導
か
ら
暑
熱
対
策
は
春
か
ら
取
り
組
み
、環
境
・

エ
サ
を
把
握
し
て
、
一
つ
ず
つ
問
題
を
潰
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
牛
の
観

察
と
相
ま
っ
て
積
極
的
に
牛
舎
環
境
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

「ホワイトD」塗布に効果あり
畜舎内外の気温差を体感
（三次市・橋本牧場）

涼
し
い
ー
に
ゃ
～
　
　

猫
も
涼
し
む
寒
冷
紗
の
威
力

（寒冷紗と牛舎屋根の間で涼む猫）

（寒冷紗におおわれた牛舎屋根）

6/20　ＪＡ広島市伴支店広酪西部地域組合員連酪協議会
　

広
酪
西
部
地
域
組
合
員
連

酪
協
議
会（
岡
崎
博
明
会
長
）

は
総
会
を
開
催
。
会
員
他

十
一
名
が
出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
二
十
三
年

度
決
算
報
告
と
平
成
二
十
四

年
度
事
業
計
画
、
役
員
改
選

の
三
議
案
が
上
程
さ
れ
、
何

れ
も
承
認
さ
れ
た
。
役
員
改

選
で
は
、
会
長
に
岡
崎
博
明

氏
、
副
会
長
に
久
保
田
義
親

氏
、
監
事
に
佐
川
イ
サ
ノ
氏

の
留
任
を
決
定
し
、
事
業
計

画
に
は
、
受
精
卵
移
植
事
業

の
利
用
で
所
得
向
上
を
図
る

た
め（
有
）竜
王
産
業（
府
中
市

上
下
町
）、
会
員
が
出
荷
す
る

日
本
酪
農
協
同（
株
）
の
視
察

計
画
が
承
認
さ
れ
た
。

受精卵事業で
所得アップを！

総会・全役員留任決定

（広島市・渡辺牧場）
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7/3　道後温泉

7/3　西部事業所

東部管内女性部合同日帰り旅行

広酪西部ミルク会

　

東
部
地
域
の
三
原
・
世
羅
・
甲
奴
・
神
石
・

福
山
の
五
地
域
の
女
性
部
は
、
合
同
日
帰
り
旅

行
を
企
画
し
総
勢
二
十
六
名
が
参
加
。
貸
切
バ

ス
に
同
乗
し
「
し
ま
な
み
海
道
」を
渡
り
道
後
温

泉
に
向
か
っ
た
。

　

平
素
、
各
地
域
で
は
研
修
会
や
勉
強
会
、
旅

行
等
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
近
年
、
酪
農
家
の

減
少
や
高
齢
化
等
が
影
響
し
、
地
域
行
事
の
開

催
も
難
し
く
「
た
ま
に
は
他
地
域
と
の
交
流
も

含
め
て
一
緒
に
出
か
け
た
ら
ど
う
・
・
・
」と

の
声
か
け
に
応
じ
こ
の
旅
行
は
実
現
し
た
。

　

当
日
は
「
大
雨
洪
水
雷
注
意
報
」が
発
令
さ
れ

る
中
で
の
出
発
と
な
っ
た
が
、
四
国
に
向
か
う

に
連
れ
て
女
性
パ
ワ
ー
を
も
っ
て
し
て
雨
も
小

降
り
と
な
り
、
車
中
は
終
始
賑
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
会
話
が
弾
ん
だ
。
道
中
、
藤
井
行
子
さ
ん（
世
羅
町
）の
手
作
り
の
か
し

わ
餅
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
皆
「
柔
ら
か
く
て
美
味
し
い
」と
絶
賛
さ
れ
た
。

　

道
後
温
泉
ホ
テ
ル
「
古
湧
園
」で
は
、
山
本
礼
子
部
長（
神
石
高
原
町
）の
乾
杯
で

開
宴
し
、
豪
華
な
料
理
を
食
べ
な
が
ら
の
交
流
会
を
行
っ
た
。
簡
単
な
自
己
紹
介

後
は
、
夫
婦
二
人
だ
け
の
経
営
や
後
継
者
の
い
る
経
営
等
、
様
々
な
酪
農
経
営
体

が
あ
る
中
で
視
点
を
変
え
て
母
の
目
、
妻
の
目
か
ら
息
子
や
夫
を
思
い
や
る
言
葉

が
多
く
聞
か
れ
た
。

　

そ
の
後
は
温
泉
に
つ
か
り
、
久
々
の
再
開
に
花
を
咲
か
せ
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間

を
過
ご
し
、
た
く
さ
ん
の
お
土
産
を
バ
ス
に
詰
め
込
み
家
路
に
つ
い
た
。

　

広
酪
西
部
ミ
ル
ク
会（
砂
子
靖
子

会
長
）は
、
大
畠
達
夫
係
長（
広
酪

事
業
推
進
課
）を
講
師
と
し
て
「
哺

乳
か
ら
育
成
の
飼
養
管
理
」を
学
ぶ

研
修
会
を
開
催
し
、
会
員
他
十
五

名
が
参
加
し
た
。

　

大
畠
係
長
は
「
人
間
は
胎
盤
を

通
じ
て
子
ど
も
に
免
疫
を
送
る
事

が
出
来
る
が
、
牛
は
胎
盤
を
通
じ

て
免
疫
を
送
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

こ
の
た
め
分
娩
後
の
初
乳
を
飲
ま

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
小
腸
の
細
か

い
間
隙（
か
ん
げ
き
）か
ら
体
内
に

免
疫
を
取
り
込
み
吸
収
す
る
。
し
か
し
、
二
十
四
時
間
も
経
つ
と
小
腸
の
間
隙
が

塞
が
れ
て
免
疫
を
吸
収
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
初
乳
は
二
十
四

時
間
以
内
に
飲
ま
せ
る
事
が
重
要
。
ま
た
、
子
牛
は
哺
乳
後
三
十
分
以
降
に
水
を

飲
ま
せ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
際
お
湯
は
禁
物
。
水
は
第
一
胃
に
入
り
、
飼
料
等

と
発
酵
し
、
Ｖ
Ｆ
Ａ（
揮
発
性
脂
肪
酸
）は
吸
収
す
る
が
、
お
湯
は
温
か
い
ミ
ル
ク

と
勘
違
い
し
第
四
胃
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
ミ
ル
ク
が
薄
ま
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
ら
を
特
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
」と
説
明
し
た
。

　

会
員
は
大
変
驚
い
た
様
子
で
聞
き
入
り
、
今
ま
で
に
無
い
有
意
義
な
研
修
と

な
っ
た
。
そ
の
他
、
三
橋
職
員
か
ら
廃
棄
乳
と
な
ら
な
い
よ
う
初
乳
検
査
の
実
施

を
呼
び
か
け
た
。

み
ん
な
で
い
き
ま
し
ょ
う
！

東
部
五
地
域
合
同
日
帰
り
旅
行

初
乳
の
大
切
さ
を
再
認
識
！
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7/10　三次市

7/6　リフレッシュ東城

甲奴郡酪農組合・神石地域酪農生産振興協議会

東城酪農振興会

　

甲
奴
郡
酪
農
組
合（
伊
達
薫
組
合
長
）と
神
石

地
域
酪
農
生
産
振
興
協
議
会（
河
上
康
則
会
長
）

は
、
初
の
合
同
畜
魂
慰
霊
祭
を
出
雲
大
社
分
院

（
三
次
市
三
良
坂
町
）で
行
い
、
会
員
ら
二
十
六

名
が
参
加
し
て
玉
串
供
養
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
移
し
合
同
懇
親
会
を
開
い

た
。
溝
辺
清
春
さ
ん
が
進
行
し
、河
上
会
長
は「
神

石
地
域
も
五
戸
と
な
っ
て
活
動
が
難
し
く
な
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
昨
年
、
甲
奴
郡
酪
農
組
合
か

ら
畜
魂
祭
参
加
の
声
を
掛
け
て
頂
き
、
そ
の
ご

厚
意
に
甘
え
一
緒
に
畜
魂
祭
を
開
催
出
来
た
。

こ
の
こ
と
に
感
謝
す
る
と
共
に
今
後
も
声
を
か

け
て
頂
き
た
い
」と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
西
中
晃
参
事（
広
酪
）か
ら
「
合
同
慰

霊
祭
の
趣
旨
に
多
数
の
方
が
賛
同
し
、
参
加
さ

れ
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
、
牛
や
人
の
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
っ
た

こ
と
を
受
け
、
祭
前
に
両
会
長
、
組
合
長
が
玉

串
を
奉
奠
さ
れ
、
無
病
息
災
を
祈
願
さ
れ
た
。

改
め
て
ま
し
て
、
皆
さ
ま
と
愛
牛
の
健
康
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
」と
今
年
一
年
、
事
故
が
無
い
こ

と
を
祈
り
、
参
加
者
全
員
で
乾
杯
し
た
。

　

参
加
者
は
若
者
か
ら
女
性
、
壮
年
者
と
年
齢

層
も
幅
広
く
、
終
始
和
や
か
に
会
場
一
杯
の
笑

い
声
や
懇
談
で
賑
や
か
な
交
流
会
と
な
っ
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
も
経
過
し
、
閉
会
に

あ
た
り
伊
達
組
合
長
か
ら
「
今
日
は
楽
し
く
過
ご

せ
た
。
こ
れ
で
牛
も
人
間
も
一
年
、
元
気
で
乗

り
切
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
」と
締
め
く
く

ら
れ
た
。

　

東
城
酪
農
振
興
会

（
和
田
慎
吾
会
長
、
会

員
四
名
）
は
、
平
成

二
十
三
年
度
の
総
会

を
開
催
し
、
平
成

二
十
三
年
度
事
業
報

告
と
収
支
決
算
、
平

成
二
十
四
年
度
事
業

計
画
案
と
収
支
予
算

案
を
何
れ
も
可
決
承

認
し
た
。

　

併
せ
て
、
地
元
選

出
の
岩
竹
重
城
理
事
、

道
下
伸
雄
理
事
、
櫻

木
茂
夫
事
業
推
進
課

課
長
補
佐（
以
上
、
広
酪
）を
来
賓
に
迎
え
、
東
城
酪
農
振
興

会
の
意
見
要
望
を
伝
え
る
意
見
交
換
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
同
会
発
足
後
、
初
の
試
み
で
あ
り
、
地
元

理
事
と
の
意
見
交
換
は
盛
り
上
が
り
、
参
加
会
員
は
満
足
の

い
く
意
見
交
換
で
あ
っ
た
と
評
価
し
、
次
回
も
こ
う
し
た
交

流
を
持
つ
こ
と
を
決
意
し
て
い
た
。

　

同
会
で
は
後
継
者
就
農
が
進
み
、
各
自
、
酪
農
経
営
に
お

け
る
「
夢
実
現
」を
描
い
て
い
る
。
今
後
、
更
な
る
躍
進
に

期
待
し
た
い
。

総
会
に
広
酪
理
事
を
迎
え

組
合
要
望
を
含
め
意
見
交
換

甲
奴
・
神
石
合
同
畜
魂
祭

無
病
息
災
を
願
い
再
ス
タ
ー
ト
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7/13　世羅郡甲山町すずらんホテル

7/11　近藤仕出し店

世羅郡酪農振興協議会

福山地方酪農協議会

　

世
羅
郡
酪
農
振
興
協
議
会（
鈴
木
道
弘
会
長
）は
、
平
成
二
十
三
年
度
総
会
を
開

催
。

　

鈴
木
会
長
は
挨
拶
で
「
広
酪
の
通
常
総
会
で
は
活
発
な
意
見
も
出
た
が
、
こ
の

こ
と
を
理
事
会
等
で
検
討
し
て
皆
さ
ん
の
利
益
に
繋
が
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
昨
年
度
は
会
員
の
ご
家
族
が
続
い
て
亡
く
な
ら
れ
残
念
だ
が
、
酪
農

の
礎（
い
し
ず
え
）を
築
い
て
下
さ
っ
た
先
輩
方
に
感
謝
を
…
…
」と
皆
で
黙
と
う

を
捧
げ
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
山
本
武
組
合
長（
広
酪
）か
ら
酪
農
情
勢
を
交
え
広
酪
の
取
り

組
み
等
を
説
明
し
た
。
続
い
て
、
山
陽
乳
業
㈱
、
世
羅
町
産
業
課
、
診
療
所
、
農

済
な
ど
の
自
己
紹
介
を
含
め
た
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

総
会
議
事
で
は
、

二
十
三
年
度
活
動
報
告
並

び
に
決
算
報
告
、
二
十
四

年
度
活
動
計
画
案
並
び
に

予
算
案
が
上
程
さ
れ
、
全

て
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

閉
会
に
あ
た
り
内
海
利

彦
副
会
長
は「
今
年
一
年
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」と
締
め
く

く
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
意

見
交
換
会
で
は
、
和
気

藹
々
と
穏
や
か
な
時
間
を

過
ご
さ
れ
た
。

　

福
山
地
方
酪
農
協
議
会（
山
本
芳
紀
会
長
）は
、
二
十
三
年
度
総
会
を
開
催
し
た
。

山
本
会
長
は
、
ら
く
の
う
だ
よ
り
六
月
号
の
表
紙
に
触
れ
「
我
々
酪
農
家
は
日
頃
、

感
動
・
感
激
・
達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
少
な
い
。
改
め
て
足
元
を
見
つ
め
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
良
い
言
葉
に
感
謝
す
る
」と
挨
拶
さ
れ
た
。
議
事
進
行
は
、
副

会
長
の
淵
上
増
廣
さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
全
議
案
承
認
さ
れ
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
生
乳
生
産
の
品
質
向
上
を
目
的
と
し
た
事
業
活
動
を
実
施
し
、

研
修
会
、
優
良
精
液
、
牛
群
検
定
、
暑
熱
対
策
等
に
取
り
組
む
基
本
方
針
を
決
定

し
た
。

　

ま
た
、
市
川
貴
英
所
長
代
理（
全
酪
連
三
次
駐
在
員
事
務
所
）に
よ
る
「
夏
場
の

D
M
I（
乾
物
摂
取
）を
上
げ
る
た
め
に

乳
糖
に
着
目
」と
題
し
た
研
修
会
を
行

い
、
今
、
悩
ま
さ
れ
て
い
る
夏
場
の
飼

養
管
理
に
参
加
者
ら
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
他
、
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
、
西

中
晃
参
事（
広
酪
）か
ら
組
合
の
方
針
や

事
業
計
画
、
D
M
S
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

経
営
分
析
の
活
用
推
進
を
う
な
が
し
た
。

　

富
井
政
樹
常
務（
山
陽
乳
業
㈱
）が
日

頃
の
生
乳
供
給
へ
の
感
謝
と
共
に
乾
杯

の
発
声
を
行
っ
た
。
関
係
機
関
担
当
者

ら
も
含
め
て
組
合
員
と
有
意
義
な
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

今
日
の
酪
農
の
礎
を

築
か
れ
た
先
輩
に
感
謝

平
成
二
十
四
年
度
総
会

感
動
・
感
激
・
達
成
感
の

酪
農
を
目
指
し
て
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あきたかた酪農振興会

三原市酪農振興会

　

あ
き
た
か
た
酪
農
振
興
会（
泉
秀
利

会
長
）は
酪
農
振
興
を
図
る
た
め
、
安

芸
高
田
市
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の

委
員
全
員（
常
任
委
員
六
名
）参
加
の

中
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
会
員

他
十
七
名
が
参
加
し
た
。

　

泉
会
長
は
「
二
年
前
、
市
内
の
三
つ

の
酪
農
団
体
組
織
が
一
つ
に
な
っ
た
。

常
任
委
員
の
中
か
ら
も
っ
と
色
々
な

意
見
が
述
べ
ら
れ
る
意
見
交
換
が
出

来
れ
ば
、
と
の
心
温
ま
る
お
言
葉
を

頂
戴
し
、
今
回
の
開
催
に
至
っ
た
」と

御
礼
を
交
え
挨
拶
を
述
べ
た
。
前
川

正
昭
常
任
委
員
長
は
「
稲
作
部
会
等
他

団
体
と
の
交
流
は
既
に
行
わ
れ
て
い

た
が
、
酪
農
団
体
と
の
交
流
は
無
く
、

本
日
開
催
出
来
た
こ
と
は
、
今
後
の

酪
農
発
展
に
繋
が
る
も
の
と
思
う
」と

述
べ
ら
れ
た
。　

　

意
見
交
換
会
で
は
様
々
な
要
望
や

提
案
も
あ
っ
た
が
「
本
日
の
意
見
交
換

を
含
め
て
今
後
も
継
続
し
た
意
見
交

換
会
が
重
要
」と
常
任
委
員
か
ら
の
意

見
が
あ
り
、
継
続
し
て
意
見
交
換
の

場
を
設
け
る
こ
と
で
締
め
く
く
ら
れ

た
。

　

三
原
市
酪
農
振
興
会（
新
舎
和
久

会
長
）は
、
第
七
回（
二
十
三
年
度
）

総
会
を
開
催
し
、
議
事
進
行
は
玉

川
功
士
副
会
長
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
。
新
舎
会
長
は
挨
拶
で
「
昨
年

の
生
産
の
落
ち
込
み
で
、
今
年
度

は
広
酪
も
増
産
計
画
の
よ
う
だ
が
、

暑
さ
が
牛
に
影
響
し
な
け
れ
ば
良

い
と
願
う
。
ま
た
、
会
員
も
少
数

に
な
っ
た
が
、
研
修
会
な
ど
を
重

ね
て
協
力
し
て
行
き
た
い
」と
述
べ

ら
れ
た
。
続
い
て
、
来
賓
の
隅
屋

寒
三
専
務（
広
酪
）
が
今
年
度
の
事

業
内
容
や
情
勢
を
説
明
し
、
上
程

さ
れ
た
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
は
、
東
部
畜
産
事
務
所

に
よ
る
口
蹄
疫
、
ア
カ
バ
ネ
病
発

生
、
暑
熱
対
策
な
ど
の
注
意
喚
起

や
そ
の
対
策
等
が
説
明
さ
れ
、
会

員
、
関
係
機
関
の
担
当
者
ら
は
昼

食
を
交
え
、
日
頃
の
問
題
や
今
後

の
行
事
等
を
話
し
合
い
、
有
意
義

な
懇
談
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

猛
暑
続
き
で
今
夏
の
生
産
を
危
惧

第
七
回
総
会

行
政
と
タ
イ
ア
ッ
プ
で

酪
農
振
興
を
図
る


